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参加内訳人数 

職 種 計 

医師、歯科医師、薬刺師 19 

薬剤師 2 

看護職（保健師・看護師） 28 

歯科衛生士 14 

ＰＴ／ＯＴ／ST 12 

管理栄養士・栄養士 12 

社会福祉士・SW・相談員 4 

介護支援専門員 17 

介護職員 15 

事務（行政含む）/その他 11 

合計 134 
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 講演会レポート 

［日時］ ２月１３日（木） １９:００～２０：１５  ［会場］ プレヴェール渋川 

 

 

 
「硬い！」と言われるとつい柔らかくしがちですが、
「噛む力」を維持するために、食感を残す調理も必要と
思いました。やはり人の身体を維持していくためには、
他職種連携が必要と実感しました。 

明日の業務にすぐに活用できる分かりやすい内容でし
た。受診のすすめや、日々の出来るトレーニングなど、
介護予防プランへ導入しようと思いました。 

施設勤務ですが、安全でやわらかいものを提供していま
したが、一品でもよくかんで食べるものを、安全を確認
しながら提供してみるのも必要なのかなと感じました。 

栄養士として栄養状態を改善するためにも、口腔機能に
ついて理解する必要があると実感しました。 

義歯の必要性も痛感し、義歯の調整もしっかりしておく
ことが大切だと思いました。みんなでよくかんで食べる
ようにしていく「みんなで」というのが重要だなと思い
ました。 

[演題］「オーラルフレイルの最新情報 オーラルフレイルの予防・改善」 

[講師] 東京歯科大学 老年歯科補綴学講座 主任教授 上田 貴之 氏 
 

参加内訳人数 

職 種 計 

医師、歯科医師、薬刺師 7 

看護職（保健師・看護師） 33 

歯科衛生士 1 

ＰＴ／ＯＴ／ST 8 

精神保健福祉士・社会福祉士・SW・相談員 14 

介護支援専門員 30 

介護職員 16 

事務（行政含む）/その他 11 

合計 120 

 [講師] フリーアナウンサー・社会福祉士 岩佐 まり 氏 

歯と転倒、歯と認知症、リスクを考えさせられまし
た。今後の口腔ケア頑張りたいと思いました。

☆お口が弱まる事によって、体の老化や認知症が進行してし
まう根拠があるのだと分かりました。お口をきたえる方法
や、回数、期間などもわかって良かったです。 

 


